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〔府
　
　
△
こ

Ｏ
銀
行
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る

内
閣
府
令

（内
閣
府
四
四
）

〔府
令
　
省
令
〕

Ｏ
労
働
金
店
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す

る
命
令

〈内
閣
府
　
厚
生
労
働
六
）

〔を
ヨ
　
　
　
　
▲
”
〕

Ｏ
建
築
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る

省
令

〈国
主
交
通
六

一
）

〔生
『
　
　
　
一不
〕

Ｏ
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
　
又
は
効
用

の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
を
定

め
る
件

〈厚
生
労
働
三
八
四
）

Ｏ
種
首
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く

品
種
登
録
出
願
を
公
表
す
る
件

〈ほ
林
水
産

二

〇
三
）

〔人
事
異
動
〕

財
務
省

(号  外 )
控立行政法人日立印刷局

公搭

事

項

官
庁建

設
業
の
計
可
の
取
消
処
分
関
係

裁
判
所

公
示
催
告
　
破
産
　
免
責
　
再
生
関
係

特
殊
法
人
害

阪
神
高
速
道
略
株
式
会
社
都
市
計
画
事

業
　
地
方
公
務
員
災
筈
補
償
基
金
平
成
十

九
年
度
決
算
　
日
本
介
護
士
連
合
会
裁
次

関
係

地
方
公
共
団
体

違
法
残
草
車
両
保
管
　
教
育
職
員
免
許
状

失
効
　
行
旅
死
亡
人
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

（取
一
　

　

　

　

　

一

＄

一　
　
　
　
　
　
　
　
一

謙

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

露

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
時

に
改
め
る

と
０
〕

>

△
「
　
　
‐‐‐‐‐‐‐‐‐―――‐‐―――‐‐‐‐
‐―‐―――‐‐―――‐‐‐

逆
肛
法

（昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
及
び
協

手
法
律
第
百
八
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
　
銀
行
逆
施
行

の
る

内
閣
総
型
大
臣
　
編
旧
　
茂
夫

銀
行
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（銀
行
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
）

第

一
条
　
銀
行
法
施
行
規
則

（昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
紙
様
式
第

一
号
第
２
中

「一
中

　

Ｓ
　

さ

　

ぶ

　

走

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一」
を

「一
小

中

や
十
一
十
一

豊 か
毒

姦
庫

に 飛 韻 H L豪

改
~

め
る

es  メ

曇か飛さ心 景ぶ飛姦津
捌
紙
い
式
第

一
号
の
二
第
２
中

「一
中

　

Ｓ

　

Ｅ

　

か
　

奇

一

却
に
改
め
る

別
紅
様
式
第
二
号
第
２
中

「一
小

　

Ｂ

　

ご

　

津

　

・承
一

別
祇
様
式
第
二
号
の
■
分
２
中

「一
仲

　

Ｓ

　

さ

　

声ヽ
　

飛

一

に
改
め
　
向
様
式
第
２
記
転
上
の
注
意
３
中

「仲
９
さ
ル
症
」
を

、小
Ｓ
育

に
改
め
　
同
様
式
第
２
記
載
上
の
注
意
３
中

「中
Ｓ
さ
Ⅱ
爵
」
を

「ヽ

Ｓ
Ｓ
Ｓ

を

てヽ

小 こ 氷

D iド S

さ
ヵ

章 さ

を

小
中 こ 丼

S iド 9

●_ N市 さ

D  済

を

中
小 ● 氷

S Iド S

さ
栄

l―言

に
改
め
　
同
様
式
第
２
紀
載
上
の
注
意
３
中

「中
Ｓ
Ｓ
獅
廊
」
を

「や
３
書
Ｓ

takata-y
長方形
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避
朴
と
を
二
〕
―
栄
爵
謙
薄
頃
こ
―
卜
薄
距
瓜
耐
≡
「丼
ド
軒
＞
翌
や
」
輝
Ｌ

「こ
―
力
寂
韻
と
に

「お
Ｈ
や
皿
付
↑

【
」
を

「摯
ｍ
付
即
専
【
」
に
改
め
　
同
記
載
上
の
と
煮
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

い
　

「
〕
―
栄
い
岡
」
〔
田
ゆ
け
苦
ぶ
郷
耐
言
８
丁
【
再
≡
対
憩
回
刊
澪
熙
」
再
況
車
ぶ
い
や
理
合
こ
Ｉ
Ｘ
服
時
」

沖
Ｌ

「消
禅
南
事
札
」
郎
野
Λ
じ
沌
再

「泊
憩
回
討
馬
耐
」
高
ｍ
キ
ぶ
い
や
田
ｉ
Ｓ
き
ま
」
津
Ｌ

「こ
１
カ
距

耐
」
Ｎ
寄
〈
じ
戸
叫
Ｓ
が
中
付
革
〔
郎
か
ｏ

附
　
則

１
　
，こ
の
命
令
は
　
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
）こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
金
康
弦
施
行
規
則
別
紙
様
式
は
　
平
成
二
十
年
四
月

一
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
　
同
日
前
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
　
な
お
従
前
の

例
に
よ
る

Ｏ
団
土
交
通
省
令
第
六
十

一
号

建
築
士
法

（昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
四
条
第

一
号
及
び
第
四
号
　
第
二
十
二
条
の
二
並
び
に
第
二

十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
　
建
築
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
七
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
土
交
通
大
臣
　
冬
柴
　
鐵
三

建
築
士
は
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

建
築
士
法
施
行
規
則

〈昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

目
次
中

「第
二
章
の
三
　
建
築
設
備
士

（第
十
七
条
の
十
八
―
第
十
七
条
の
二
十
五
ご
を

「務
〓
毒
伽
」

離
鱒
鍛

齢

（
士

第
（静

一
範
味
動
一
私
「
鵜
一
性
懲
∽
〓
一
伍
ま
に
改
め
る
。

第
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（実
務
の
経
験
の
内
容
）

第
十
実
　
法
第
十
四
条
第

一
号
及
び
第
四
号
の
国
上
交
通
省
令
で
定
め
る
建
築
に
関
す
る
実
務
は
　
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一　
建
築
物
の
設
計
（法
第
二
十

一
粂
に
規
定
す
る
設
計
を
い
う

第
二
十
条
の
五
第

〓
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ

）

に
関
す
る
実
務

一
一　
建
築
物
の
工
事
監
理
に
関
す
る
実
務

〓
一　
建
築
工
事
の
指
導
監
督
に
関
す
る
実
務

四
　
次
に
招
げ
る
工
事
の
施
工
の
技
術
上
の
管
理
に
関
す
る
実
務

イ
　
建
築

一
式
工
享

（建
設
業
法
（昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
〉
別
表
第

一
に
掲
げ
る
建
築

一
式
工
事
を
い
う
。

）

田
　
大
工
工
事

（建
設
業
法
別
表
第

一
に
掲
げ
る
大
工
工
事
を
い
う
。）

棚
省

に
改
め
　
同
様
式
第
２
の
２
　
記
載
上
の
注
意
４
　
中
〓
米
ド
離
＞

△
ロ

ハ
　
建
築
設
備

〈建
築
基
準
法

（昭
和
二
十
五
年
法
骨
第
二
百

一
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
建
築
設
備
を

い
う
。

）
の
設
置
工
事

五
　
建
築
基
準
法
第
十
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
経
認
害
査
等
に
関
す
る
実
務

工（
　
前
各
号
の
実
筋
に
準
す
る
も
の
と
し
て
国
主
交
通
大
Ｅ
が
定
め
る
実
務

２
　
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
実
務
の
経
験
に
は

単
な
る
毎
図
工
者
し
く
は
労
務
者
と
し
て
の
経
験
又
は
単
な
る
庶
務

会
計
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
事
務
に
関
す
る
経
験
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
貿
務
に
従
事
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
は
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
十
二
条
第
二
項
中
ズ
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

一
号
ご
を
削
る
。

第
二
章
の
二
の
次
に
次
の

一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
四
　
定
期
議
習

（定
期
講
習
の
受
講
劇
問
）

第
十
七
条
の
二
十
六
　
法
第
二
十
二
条
の
こ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
　
法
第
二
十
二
条
の
二
各
号
に
掲
げ

る
建
築
士
が
同
条
各
号
に
規
定
す
る
講
習
の
う
ち
直
近
の
も
の
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
開
始
の
日

か
ら
起
算
し
て
三
年
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
十
七
　
次
の
表
の
上
櫛
に
掲
げ
る
講
習
に
つ
い
て
　
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

一
級
建
築
士
は
　
前
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
　
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
桐
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〓
一　
設
備
設
計

一
級

建
築
士
定
期
講
習

！
一　
構
造
設
計

一
級

建
築
士
定
劇
講
習

一
　

一
級
建
築
士
定

期
講
習

雑
修オ
琢
”
洋務
こ額
切報浦
殻
齢
推諏
韓
嬢難
鯛
切

定
期
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者

難
伸本
熱
”
志務
で一募
切韓た
線
観
設一鞭
義
籐趣
輸
拘

定
期
謙
習
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者

ハし
庁報樺
壊
注
徳ぁ
均
訴す
雄
韓
性摩
一務師難
鋤
堺

数帥鵜妙帥帰晦駆軸帥”鞠競薩的薩繭的部お

口
　

一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
日
の
属
す
る
年
度

の
翌
年
度
の
開
始
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え

た
日
以
降
に
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
た

一
級
建
築

士
で
あ
つ
て
　

一
級
建
築
土
定
期
講
習
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
者

イ
者て建の

骨昌骨:
なあ内年
いつに度

法
第
十
条
の
二
第
二
項
第

一

号
に
規
定
す
る
講
習
を
修
了

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌

年
度
の
開
始
の
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
以
内

し年し号法
て度たに第
二の日規十
年開の定条
以蛤属すの
内のする二

日る議第
か年習―

ら度を項
起の修第
算翌了一

遅
滞
な
く

遅
滞
な
く

て度た当
二の日該
年開の建
以始属集
内のす士

日る試
か年験
ら度に
起の合
算

HH格

し年し

２
　
前
項
の
規
定

（表
第
二
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。

）
は
　
二
級
蔦
祭
士
に
つ
い
て
準
用
す
る
ず
」
の
場
合
に
お
い
て

同
項
中

「
一
級
建
築
士
」
と
あ
る
の
は

「二
級
建
築
士
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
の
規
定

〈表
第
二
号
及
び
第
二
号
を
除
く
。

）
は
　
木
造
建
築
士
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
　
同
項
中

「
一
級
建
築
士
」
と
あ
る
の
は

「木
道
建
築
士
」
と
読
み
答
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
二
十
二
条
の
こ
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
号
又
は
第
二
号
に
捐
げ
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築

士
で
あ
つ
て
　
同
条
第

一
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
た
者
は
　
同
条
第
二
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
た

も
の
と
み
な
す

takata-y
線

takata-y
線

takata-y
線

takata-y
線

takata-y
線

takata-y
線

takata-y
線
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５
　
法
第
二
十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
号
に
抱
げ
る
路
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
建
築
士

（第
四
項

に
担
げ
る
者
を
除
く
。

）
で
あ
つ
て
　
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
眸
習
を
受
け
た
者
は
　
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
紳
習
を

受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

第
二
十
条
の
四
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

〈管
理
建
築
士
の
業
務
要
件
）

第
二
十
案
の
五
　
法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
業
務
は
　
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一　
建
築
物
の
設
計
に
関
す
る
業
務

一
一　
建
築
物
の
工
事
監
程
に
関
す
る
業
務

〓
一　
建
築
工
事
契
約
に
関
す
る
事
務
に
関
す
る
業
務

四
　
査
案
工
草
の
指
導
監
督
に
関
す
る
業
務

五
　
蓬
築
物
に
関
す
る
飼
査
又
は
鑑
定
に
関
す
る
業
務

エハ
　
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
法
令
又
は
条
閉
の
規
定
に
基
ラ
く
手
続
の
代
理
に
関
す
る
業
務

２
　
前
項
各
号
に
拘
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
は
通
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

〈路
行
期
日
）

第

一
条
　
こ
の
省
令
は
、

建
築
士
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（平
成
二
十
年
十

一
月
二
十
八
日
）
か

ら
施
行
す
る
。

（経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

（以
下

【施
行
日
」
と
い
う
。）

に
お
い
て

一
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
て
お
り
　
施

行
日
に
お
い
て
現
に
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
て
い
る

一
縦
建
築
士
及
び
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十

一

日
ま
で
に
建
築
士
事
務
所
に
所
属
し
た

一
鞍
建
築
と
で
　
一
級
建
築
士
定
期
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
者
は
　
平

成
二
十
四
年
二
月
二
十

一
日
ま
で
に

一
般
建
築
士
定
期
識
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

２
　
前
項
の
規
定
は
　
施
行
日
に
お
い
て
二
駁
建
築
士
拭
験
に
合
格
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に

お
い
て
　
同
項
中

【
一
級
建
築
士
」
と
あ
る
の
は

「二
級
建
築
士
」
と
競
み
密
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
第

一
項
の
規
定
は
、

施
行
日
に
お
い
て
木
過
建
霞
士
直
験
に
合
格
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
単
用
す
る
。
こ
の
鵜
合

に
お
い
て
　
同
項
中

「
一
級
建
築
士
」
と
あ
る
の
は

「木
造
建
築
士
」
と
読
み
着
え
る
も
の
と
す
る
。

４
　
前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
　
第
十
七
条
の
二
十
七
第

一
項

（表
第
二
号
及
び
第
二
号
を
除
き
　
同
条
第
二
項
及
び

同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
合
む
じ
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い

脚

Ｏ
厚
生
労
鶴
省
告
示
第
二
百
八
十
四
号

補
助
金
年
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

〈昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十
四

条
第

一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
　
補
助
事
業
寄
に
よ
り
取
得
し
　
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
七
月
十

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要

一

輸
助
事
業
事
に
よ
り
取
得
し
、

又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（昭
和
三
十
年
取
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
十
四

条
第

一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
は
　
別
衰
の
と
お
り
と
す
る
。

肘
　
則

１
　
こ
の
告
示
は
　
公
布
の
日
か
ら
海
行
し
　
平
成
二
十
年
度
以
降
の
年
度
分
の
縮
助
金
年
に
係
る
財
産
及
び
平
成
十

九
年
度
以
前
の
年
度
分
の
補
助
金
年
に
係
る
財
産

〈当
該
補
助
金
年
の
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き
に
　
処
分
制
限
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
　
こ
の
告
示
の
施
行
の
日
に
お
い
て
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律

〈昭
和
三
十
年
法
律
第
冨
七
十
九
号
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
目
的
に
反
す
る
使
用
　
経

渡
　
女
線
又
は
貸
付
の
承
露
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。

）
に
適
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
　
当
骸
財
産
に

係
る
補
助
金
年
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
弦
補
助
金
奪
を
別
表
の
特
助
金
等
の
名
称
の
相
に
抱
げ

る
補
助
金
年
と
み
な
し
、

平
成
十
九
年
度
以
前
の
年
度
分
の
補
助
金
等
に
係
る
財
産
に
係
る
こ
の
告
示
の
施
行
前
の

生
ロ

不

D

処
分
制
限
期
間
が
当
該
財
産
に
係
る
こ
の
告
示
の
施
行
後
の
処
分
制
限
期
間
よ
り
短
い
も
の
に
つ
い
て
は
　
な
お
往

前
の
例
に
よ
る
。

２
　
綿
助
事
業
守
に
よ
り
取
得
し
　
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間

（平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
を
示

第
二
百
三
十
九
号
）
は
　
廃
止
す
る
。

加
表

医
療
施
設
運
営
費
等
補
功

金中
套
情
報
基
盤
整
備
事
業

費
補
助
金

医
療
関
係
者
養
成
確
保
対

策
費
等
補
助
金

医
療
関
係
者
研
修
費
等
補

助
金

臨
床
研
修
費
等
補
助
金

地
域
診
療
情
報
連
携
推
進

費
橋
助
金

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院

磯
桔
施
設
整
備
費
補
助
金

捨
核
研
究
所
補
助
金

政
府
開
発
援
助
結
核
研
究

所
補
効
金

疾
病
予
防
対
策
事
業
費
奪

輛
助
金

予
防
接
種
対
策
賞
補
助
金

予
防
接
種
対
策
資
専
補
助

金ハ
ン
セ
ン
病
療
装
所
費
補

助
金

厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金

難
病
等
情
報
提
供
事
業
費

補
助
金

移
植
対
策
事
業
史
補
助
金

原
爆
枝
爆
者
保
性
福
祉
施

設
運
営
費
等
補
助
金

放
射
線
影
讐
研
究
所
補
助

金を
人
保
健
事
業
推
進
費
等

補
助
金

医
薬
品
等
健
康
枝
宮
対
策

事
業
装
補
助
登

血
液
種
保
事
業
等
補
助
金

蛭
徹
嘘
鋏

体
制
推
進
事
業

紅
瞭
銚

投
等
設
備
整
備
東

補
助
金
等
の
名
称

建
物

種
類

れ
ん
が
造
　
石
造

又
は
ブ

ロ
ッ
ク
道

の
も
の

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
又
は
鉄

筋
コ
ン
ク
サ
ー
ト

造
の
も
の

穂
道
又
は
用
途

靖
窮
調
嚇
躯
帆張嚇
賠
用
のも
の及

前
聴
朋一
鈍能
朋ガ
崎
怖韓
鋼
府
備

も
の

飲
食
店
用
　
劇
場
用
　
演
豪
場
用

映
画
館
用
又
は
舞
踏
場
用
の
も
の

病
院
用
の
も
の

褒
電
所
用
　
尭
ｔ
所
用
　
送
受
信
所

用
　
停
車
場
用
　
車
康
用
　
格
納
庫

用
　
荷
援
所
用
　
班
画
製
作
ス
テ
ー

ジ
用
　
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
用
　
点
市

場
用
又
は
と
畜
掲
用
の
も
の

公
衆
溶
場
用
の
も
の

工
場

（作
実
場
を
合
む
。

）
用
又
は
倉

庫
用
の
も
の

曲
憾ず
映
鴫ば
舗
隈が
柳
搬
安ゆ

体
又
は
気
体
の
彩
害
を
直
接
全
面

的
に
受
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

事
務
所
用
又
は
美
行
館
用
の
も
の
及

び
左
記
以
外
の
も
の

雑権
朋す
時
縮講
師
ぼ備
帥
砺
用

飲
食
店
用
　
劇
場
用
　
演
牽
場
痛

映
画
館
用
又
は
舞
踏
鵜
用
の
も
の

店
舗
用
の
も
の

病
院
用
の
も
の

変
電
所
用
　
発
電
所
用
　
送
受
信
所

用
　
停
車
場
用
　
章
庫
用
　
格
納
庫

翔ば
満
敷
師
潮ダは
輌穀
酢
玖
貯
耐

場
月
又
は
と
畜
場
用
の
も
の

公
衆
浴
喝
月
の
も
の

工
場

（作
業
場
を
合
む
。

）
用
又
は
倉

藤
用
の
も
の

塩
栞
　
塩
酸
　
蔵
酸
　
硝
酸
そ
の

他
の
著
し
い
題
食
性
を
有
す
る
液

体
又
は
気
体
の
影
害
を
直
接
全
画

的
に
受
け
る
も
の

そ
の
他
の
も
の

目

細

四

一
年

二
八
年

三
八
年

二
六
年

二
四
年

二
〇
年

三
二
年

三
四
年

五
〇
年

四
七
年

四

一
年

二
九
年

二
九
年

三
八
年

〓
二

年

二
四
年

二
八
年

処
分
制
限

期
岡

takata-y
長方形


